
棚

認 定  書

国住指第 3355

平成 20年 1月 8

号

日

関西パテ化工株式会社

代表取締役 川 上 好 光 様

国上交通大臣  冬 柴

下記の構造方法等については、建築基準法第68条 の 26第 1項卓再桜第尋尋粂第■項キ

おいて準張けそ蕩準遂羊翼持卜の規定に基づき、同法施行令第 129条 の 2の 5第 1項 第七号

ハ [防火区画貫通部 1時 間遮炎性能]の 規定に適合するものであることを認める。

認定番号

PS060WL-0404

認定をした構造方法等の名称

ケーブル ・電線管/ア クリル系樹脂混入水酸化アルミ‐ウム材塗ロックウール保温

板 ・けい酸ナ トリウム系混入水酸化マグネシウム水酸化アルミニウム材充てん/壁

耐火構造/貫 通部分

認定をした構造方法等の内容

別添のとおり

記

1

2

3

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



(別 添 )
1 構 造名

ケーブル ・電線管/ア クリル系樹脂混入水酸化アルミニウム材塗ロックウール保温板 け い酸ナトリウム

系混入永酸化マグネシウム水酸化アルミニウム材充てん/壁 耐火構造/貫 通部分

2 寸 法及び形状等                                (寸 法単位 :lBll)

項  目 申 請 構 造

開田部
形状 矩形

面積 06胡 以下 05■以下X12■以下)

占積率

(開口面積に対するケーカレ,電

線管の断面積の総合計の割3

188%以 下

貫通する壁の構造等

(0～ 8)の うち、いずれか一仕様とする

は)中空壁 (※)

板厚 125以 上重張
`壁厚 100以 上

佗)ALCパ ネル

壁厚 100以 上

僧)コンクリート
`壁厚 100以 上

侠 )中空壁とは 建築基準法施行令第115条の2の2第1項第一号の規定に基づき、大臣が指定もしくは

認定した準耐火構造 60分)及び建築基準法第2条第七号の規定に基づき、国土交通大臣が指定も
しくは認定した耐火構造 60分)の墜。
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3材 料構成
n主 構成材料

(寸法単位:Dnl
項   目 申 請 構 造

総発熱量 2760)631 kJれ以下

ケ
ー
ブ
ル

総導体断面積 151898E2以 下

ケープル

規 格

(1)～脩)のうち、いずれか一仕様とする
(1)ris c 3605 600Vポリエテレンケープブ閉
佗)JIS C 3401(制御用ケープリ功

建JェIS C 6850(光ファイバケTブ ル通員け
外 径 66以下

導体断面積 325m2以 下

本 数
総発勲量を各ケーブルの発熱量で除した数以下かつ総導
体断面積を各ケニzル の導体断面積で除した数以下

導体の種類

(1}(掛のうち い ずれか一仕様とする
(D銅

似)ガラス繊維 (光ファイバケープル)

絶縁体

〕～ほ)のうち、いずれか一仕様とする
1)ポリエテレン系樹脂
〕架橋ポリエテレン系樹脂
D塩 化ビエル系樹脂

シース

介在物

(1)～僧)のうち、いずれか一仕様とする
(D耐燃性ポリエテレン系樹脂
Q)ポ リエチレン系樹脂
0)塩化ビエル系樹脂

鋼製電線管

規 格 JIS C 8305

寸  法 外径め762以 下

厚  さ 12～ 18

長  さ 340以上

本 数 １
一

PF管

(合成樹脂製可 と

う電線管)

規 格 C
力
，

寸 法 外径め455以 下

厚  さ 45以 下

長  さ 1200以上

電
い

本  数 1

管
付
き
ケ
|
プ
ル

ケーブル

規 格 ｉｉＳ
・
C3401(制御用ケーブル)

外 径 22以下

発熱量 10.620k1/D以下

導体断面積 2m2以 下

本 数
発熱量を各ケーブルの発熱量で除した数以下かつ導体断
面積を各ケニノルの導体断面積で除した数以下

導体の種類 銅

絶線体

(1)～8)のうち、いずれか一仕様とする
(〕ポリエテレン系樹脂
0)架橋ポリエチレン系樹脂
8)塩化ビエル系樹脂

シース

(D～ 8)の うち、いずれか一仕様とする
【〕耐燃性ポリエチレン系樹脂
2)ポ リエチレン系樹脂
的)塩化ビニル系樹脂

介在物

暢叫添―例



項   目 中 請 構 造

防

火

処

置

材

料

アクリル系樹脂混入

水酸化アルミニウム

材塗ロックウール保

温板

(以下、 「仕切板Jと
いう)

表
面
処
理
材

材  質 アクリル系樹脂混入水酸化アルミニウム材

組 威

(質量期

薬剤 (水酸化アルミウム)                1 83
有機質ポインダーlrクリル系系樹脂エコル]力  : 14
その他 (分散剤j消 泡剤,増 粘剤)   : 3

厚  さ 1以上

墓
　
材

材 質 ロックウール保温板

規 格
（ｂ A 9504

寸 法 矩形 1195以下×495以下

厚  さ 40以 上

密 度 1 2 5  k g /□3以上

けい酸ナトリウム系混入

水酸化マグネシウム

水酸化アルミニウム材

(以下、 「耐熱シー,レ材」
という)

組 成

(質量紳

薬剤 (水酸化マダネシウム・        :768以 上

水隆化アルミウム等の金属水和物)
無機系ハインタ (けい酸すトリウrhl     : 8以 下
繊維類働

・
メ繊維)         : 2

その他 (分散剤 着色剤,膨張剤i安定剤): 132

使用量

隙間が無いように密に充てんする
(隙間に奥行き 35以上、幅 20程度)

(鋼製電線管内は奥行 50以上)

但し、以下の 1〉“〕の場合は、更に盛り上げる
1)ケープル CE「/F3×325u12の場合 :仕切板表面から
ケープル長さ方向に50以上、厚さ5以上盛り上げる
〕電線管の場合 :仕切板表面からケープル長さ方向に
30以上の円錐状に盛り上げる

密 度 145ダ c83以上

ガラスクロス

(ケーフ
・
ルC,T/F3X325コぱの

場合のみ使舟)

規 格
●
０ R 3414

寸 法 長さ 300以上、幅 50以上

厚  さ 05以 上

質 量 2008/111以上

使用量
仕切板表面からケープルの長さ方向に50以上盛り上げて
いる耐熱シール材lFeさ5以上)の上に巻き付ける

ケープルラック

材  質 溶融亜鉛めっき鋼板

規 格 口 S G 3302

厚  さ 16以 上

幅 1200以下

(寸法単位 i嗣

(寸法単位:1耐分主構成材料

項   目 申 譜 構 造

緒束用鉄線
働うルロス留付用)

材  質 鋼線

規 格 C 3532

寸 法 め08以 上

電線管用受け金具

暢」添 8参照)

材  質 亜鉛めっき鉄線

規 格 C 3332

寸  法 φ2以上

個 数 2以上

開田部補強材

(中空壁の場合のみ)

規 格 JIS A S517(建築用鋼製下地材)

材  質 溶融亜鉛めっき鋼板

寸 法 WS50形  (ス タッド、ランナ
ー)

暢叫添―掛



合成樹指製可とう電線管

4構 造説明図

(中空壁)

(寸法単位 :m)

ケーブル

蟹 (中空聖)

/″
~

引熱シール材

口
日
――
ロ

立面国

判
事
言
一

十
１
１
１
■

」

事

ぎゴ

開□部補強材

注)寸法および材料構成は 2および 3の とおり

暢1添-0



合成増指製可とう電線管

(寸法単位 im)
(ALCパ ネル又はコンクリート)

ケーブル

堂 (ALCrネル又はルクサート)

/′
~

耐熱シール材

口
‐―
‐十
日

立面図

ケーブルラック

壁 (AtCド |,又 はコンケリート)

「
本
８

一

ヤ
ー
ー
ー
■

「
本
ど
〒
■

「

さ

雫

注)寸法および材料構成は 2お よび 3の とおり

暢け添―〕



く鋼製電線管の場合>

窮室t凛 督 (電線管長さ34〕以上)
田熱シール材

電線管用受け全具

９
向
　
ｍ‐‐‐‐脚‐―――‐‐卿‐‐‐‐四

中
］
止

８‐０
［

o2

225以上     に 0以」  75以 上 1

司

ヨ

判

コ
3 4 0以上

B― B断 面 図

〈ケープル600V CET/F3×325皿 2の場合>

<電 線管用受け金具辞細>

rO以ち5以上

1   1 0 0以 上  |

C― C i断 面図

注)寸法および材料構成は2および3のとおり

田部補強材 (中空畳 の場合のみ)

中空壁 AL CAネ,スはヨンタリト

表面処 理材

(,」協尽-6)



(寸法単位 :m)

〈PF管 (合成樹脂製可とう電線管)の場合>

P F管 (長さ 120 0以上 )

1   1 1以 上

40以 上

D― Dイ 断 面 図

表面処理材

耐熱 シール材

表 面 処 理材

〈その他のケープルの場合>

コ
 耐 熱 シール 材

料

本
ゆ

コ

注)寸法および材料構成は 2および 3のとおり
5 施 工方法等

ね0以Jl以E

E― E′断 面 図

('叫杉尽-7)



<施 工図>

4 構 造説明図と同じ。

<施 工手順>

(1)開田部の確認及び清掃

開口面積、ケーブル 電 線管等の占積率、壁厚及びケープルラックの設置等が申請仕様に適合して
いるかを確認する。

開田部及びケープル等の周辺に汚れ等がある場合、あらかじめウエス等で除去する。
(〕仕切板の切断及び加工

仕切板を開田部の寸法、貫通しているケーブルの形状に合わせて切断する。その際、仕切板と
ケーブルの接触部について 20m以 下の隙問を設定し、また、開田部との接触面については、約 1
血の隙間を設定して切断する。

(D壁 と仕切板の隙間に、耐熱シール材を薄く塗布してから、開田部内に仕切板を取り付ける。
(り耐熱シール材の充てんと巻き足し

ケーブルに対し耐熱シール材を厚さ 201BIB以下密着させ、深さは仕切板表面とケーブルが接
する位置から35m以 上とする。
・ケープル CET/F3×325皿Pについて、さらに、耐熱シール材を仕切板表面から厚さ5■冊以上で
50皿以上巻き付けてから、ガラスクロスを耐熱シール材の上に巻き付け針金で結束する。
鋼製電線管及び、PF管 (合成樹脂製可とう電線管)に ついて、仕切板表面から電線管の外周
に盛上げ高さ 30皿以上と幅 30剛以上になるように日鋒状に割り増しする。

(船鋼製電線管の耐熱シール材の充てん
・鋼製電線管の耐熱シール材の充てんは、鋼製電線管内部に電線管用受け金具を2個以上挿入
取付け、その内部に耐熱シール材を 50■ll以上隙間なく密に充てんする。さらに、仕切板表面
から電線管の外周に盛上げ高さ30Bul以上と幅 30皿以上になるように円錐状に割り増しする。

6)最 終チェック
ひびわれ 盛 上げムラ等の異状をチェックする。

〔フローチャート〕

(n開 口部の確認と清FT

↓

慨)開 田部及びケープル 電 線管等の形状に合わせて、仕切板を切断

↓

崎)耐 熱シール材を仕切板と開田部の接触部分の切り口に塗布して、

仕切板を開田部内に挿入

↓

惣) 耐 熱シール材を仕切板とケーブル 電 線管等の間に充てん
。ケーブル CET/3F×325剛2について、仕切板表面から耐熱シール材をケーブ

ルに添って厚さ 511tl以上、幅 50剛以上巻き付ける

ケーブル CET/3FX 325剛2の耐熱シール材の仕切板表面から巻き足し部分に

ガラスクロスを巻き付け、針金で固定する

↓

6) 各 電線管内に受け金具を2個以上設置し、耐熱シール材を電線管の中に深さ
50 Ell以上充てんする
・鋼製電線管、合成樹脂製可とう電線管について、耐熱シール材を仕切板表面
から厚さ 30■BI以上 幅 30血以上の円鋒状に盛り上げる

↓
G)最 終確認

6 注 意事項

本構造に使用する耐熱シール材については、耐久性に留意し、所定の耐火上の性能が維持されるよう適切

な処置を行う必要がある。また、ケーブルは、火災時に過大な市重がかかり、壁を損傷することがないよう
に固定する。

|,J材晨-8)


